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2020年11月 山﨑 瑞穂

の理念（クレド）は「心（真、芯）から本物になる」

Professional（プロフェッショナル）な歯科衛生士の育成
Prosperity（発展） 勤務先、患者さまに貢献することで社会にご恩返しする
誰からも（患者さま、スタッフ、院長）愛される歯科衛生士になる
誠実であり続ける

DH Pro.スクール
DH Pro.セミナー

歯科衛生士になって24年
（2020年時点）が経ちました。
学生時代を振り返ると今の自
分をとても想像できません。
今までの歯科衛生士人生で
いつも前向きに振るい立たせ

勉強意欲とやる気をくれたのは患者さまでした。
「絶対に治せる歯科衛生士になりたい!」この
スイッチが入ったからこそ私は変わることがで
きたのだと思います。技術を習得したいという
思いであらゆるセミナーを受講しました。
歯科衛生士の行うSRPは暗視下のため指先の
感覚がとても大事です。ガチガチの固い手、指
では患者さまに痛みを与えてしまいかねず、優
しく柔らかくしなやかな手に変えていかなくて
はいけません。道具の管理からメインテナンス
まで、まさに職人といえると思います。
技術を習得するには様々な訓練が必要です。
ある期間集中的に修行、トレーニングをする必
要があります。習得するまでには悩みますが、
それを乗り越え技術が身に付き臨床力が備わる

とめきめきと上達していき、患者さまの口腔
内にきちんと反映されていきます。
フリーランスという職業柄、多くの歯科衛
生士の臨床を診ますが、洗練された歯科衛生
士が行う歯周治療後は歯肉が鍛えられ美しく
育ち、長期管理できている光景をみると感動
すら覚えます。臨床は結果を出さないといけ
ないのです。自己研鑽の積み重ねは自分のた
めだけでなく、患者さまのため、勤務先歯科
医院のため、歯科業界、そして社会貢献にも
繋がると思います。人間は人のお役に立てる
ことが一番のモチベーションになり幸福感が
得られ喜びや「やりがい」に繋がります。
今現在の私の目標は、歯科衛生士として“生
涯現役”です。そのためには私自身が心技の修
養に努めること、知識を高め、品性を磨いて
いくことが大事だと痛感しています。常にニ
コニコ笑顔でいられるよう柔軟な考え方で生
きていきたいです。そして今、悩まれている
歯科衛生士の少しでもお役に立ちたい。そん
な思いでDH Pro.スクールは誕生しました。

DH Pro.スクールはスケーラーを使いこなせ
る歯科衛生士を育成します。ハンドスケーラー
を切れる様に常に管理しておくことは有効かつ
スムーズな除石に繋がるだけでなく、患者さま
に負担をかけないオーバーインスツルメンテー
ションを防ぐこともできます。使える手を丁寧
に作り、手先の器用さを養うことで歯科衛生士
としての自信に繋げ、歯科衛生士業務全般の底
上げができることを願います。また、これから
の日本の健康を支える歯科医療職として歯科衛
生士の活躍が益々期待されていくからこそ、高
いレベルの技術を貴院の患者さまにご提供でき
るよう取り組んでいきたいと思っています。

スキルアップを充実した臨床へ繋げ「シャー
プニング・SRPが楽しくなってきました！」と
思って頂けるよう全力でサポートいたします。
どうぞよろしくお願い致します。
教科書のようなものではなく、私の20年の臨
床で学んできたこと、あらゆる研修を受け、患
者さまから学び、の繰り返しで得た情報をこの
本に詰め込みました。わかりやすいように写真
を大きめに最善と思うことを掲載しています。
今後も臨床現場に立つ者として、指導者として
進化し続けていきたいと思っております。
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エピローグ

　近年、予防歯科の大切さが
マスメディアで取り沙汰され
るようになり、ますます予防へ
邁進していくと考えられます。
メディアを通じて理解を深め、
情報を得た患者さまは目的意識
を持って歯科へ来院するように

なり、“本物を見抜く力”が養われていくことはと
ても良い傾向であると思います。
　予防という観点は、口腔内のみならず全身への
健康意識向上にも繋がり、歯科衛生士に求められ
ることも増え、歯科衛生士人生が色濃く深く、よ
り素晴らしいものになっていきます。「患者さま
の利益とは何か？」「本物とは何か？」そのため
に、「私たち、歯科衛生士に何ができるのか？ど
んなお手伝いできるのか？」…おこがましいです
が毎日のように考えています。炎症のコントロー
ルは感染源の除去を徹底的に行い、病気を治し、
健康に導いていくことだと思いますが、そもそも
なぜ病気になったのか？ただ治すだけでなく、患
者さん自身が病気になったという事実に向き合え
るよう気付いて頂くためにサポートすることが大
切であり、病気になった生活習慣を見つめ直し、
生活改善していかないといけません。「治せる歯
科衛生士」を目指すためには、「知識」「技術」
「人間力」どれも欠けてはいけないと臨床経験を
積むにつれ、その思いは強くなる一方です。

　患者さまへ行動変容を求めるのだけでなく、一
人一人に対応や言葉掛けを変えながら、寄り添う
こと。そして知識、技術、人間力すべてを高め続
けていく努力をしていきたい。そして、それらを
一人でも多くの方に、“歯科衛生士の素晴らしさ”
を伝え続けていきたいと思っています。
　歯科衛生士になって20数年、様々な転機があり
ました。ご縁と人との出会いによって少しずつ歯
科衛生士の仕事にのめり込むようなりました。今
まで出会って下さった全ての皆様、いつも支えて
くれるDH Pro.セミナー講師・スタッフに心から
感謝しています。これからもどうぞ宜しくお願い
申し上げます。

最後に
　本書を執筆するにあたり、木村秀仁先生（岡山県

保険医協会歯科部会長）より「DH Pro.セミナー」の
講師依頼を頂いた当初から、準備、計画、執筆を
して参りました。プライベートで産休育休時期と
重なったことが功を奏し、本書と向き合うことが
できました。DHPro.セミナーの受講生や参加医
院の院長先生を第一に考え、常に建設的なアドバ
イスを下さる木村秀仁先生をはじめ、岡山県保険
医協会歯科部会の役員の先生方、事務局の皆様に
この場をお借りしまして深く御礼申し上げます。
　

epilogue
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